
ブラジル
モザンビーク

本
。
両
国
を
代
表
し
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
々

の
た
め
に
働
く
こ
と
は
、
今
の
私
に
と
っ
て
、

何
よ
り
の
誇
り
な
ん
で
す
」

　

日
本
か
ら
太
平
洋
を
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
大
西
洋
を
超
え
、
よ
う
や
く
た
ど
り
着

い
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。
ル
ー
シ
ー
さ
ん
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
上
な
い
ゲ
ン
バ
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

　

看
護
師
１
人
が
約
５
０
０
０
人
を
、
医
師

1
人
が
約
10
万
人
の
命
を
預
か
る―

。
こ
の

事
実
が
、
ア
フ
リ
カ
南
部
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
保
健
医
療
の
現
状
を
物
語
る
。
生
後
１
年

未
満
に
死
亡
す
る
乳
児
の
数
は
、
１
０
０
０

人
当
た
り
１
１
５
・
４
人
。
世
界
で
最
も
厳

し
い
環
境
下
に
あ
る
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

（
平
均
88
・
５
人
）
の
中
で
も
、
状
況
は
さ
ら

に
深
刻
だ
。
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
改
善
の
た
め
、
政
府
は
国
を
挙
げ
て
施

設
の
整
備
に
取
り
組
む
が
、
一
方
で
そ
れ
を

担
う
人
材
の
育
成
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

首
都
マ
プ
ト
近
郊
の
保
健
人
材
養
成
学
校
。

よ
く
声
の
通
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
話
し
掛
け

る
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
伊
藤
小
百
合
・
ル
ー

シ
ー
さ
ん
に
、
講
義
室
に
集
ま
っ
た
大
勢
の

看
護
師
た
ち
が
注
目
す
る
。
か
つ
て
日
本
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
祖
父
母
を
持
つ
日

系
ブ
ラ
ジ
ル
人
３
世
と
し
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

近
郊
で
生
ま
れ
育
っ
た
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。
看

護
師
を
経
て
医
師
と
な
り
、
そ
の
後
は
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
大
学
医
学
部
の
教
授
や
研
究
者
と

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
医
学
界
の
第
一
線
で
長
年

活
躍
。
現
在
、
そ
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

生
か
し
、
こ
こ
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
渡
り
、
保

健
医
療
人
材
の
育
成
に
奔
走
し
て
い
る
。

　

ル
ー
シ
ー
さ
ん
が
初
め
て
こ
の
地
に
足
を

踏
み
入
れ
た
の
は
２
０
０
７
年
の
こ
と
。
中

進
国
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
経

験
を
、
他
の
開
発
途
上
国
に
移
転
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
日
本
・

ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
一
環
で
、
医
療
分
野
の
短
期
専
門

家
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

　
「
養
成
学
校
を
訪
れ
る
と
、
ま
と
も
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
教
科
書
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

教
員
の
知
識
レ
ベ
ル
も
極
め
て
低
く
、
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
独
立
後
間
も

な
い
１
９
７
７
年
か
ら
15
年
に
わ
た
る
内
戦

を
経
験
し
、
そ
の
間
、
医
療
従
事
者
を
育
て

る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。
そ

の
傷
跡
が
、
内
戦
が
終
結
し
て
20
年
近
い
年

月
が
経
っ
た
今
も
残
る
。

　
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
す
べ
て
の
人
に
、
十
分

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
た
い
」。
そ
ん
な
強

い
思
い
を
胸
に
、
09
年
10
月
か
ら
は
長
期
専

門
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ル
ー
シ
ー
さ
ん
。

全
国
に
13
カ
所
あ
る
養
成
学
校
な
ど
を
回
り
、

教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
保
健

省
の
同
僚
と
共
に
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
な
ど
に
奮
闘
し
て
い
る
。

　
「
何
よ
り
も
ま
ず
、
教
員
の
知
識
レ
ベ
ル
・

指
導
レ
ベ
ル
を
一
定
の
基
準
に
ま
で
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
考
え
る
ル
ー
シ
ー

さ
ん
。
現
在
、
彼
女
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と

に
全
国
共
通
の
教
員
用
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
教
材

の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
完
成
後
は
各
養
成

学
校
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
数
が
少
な
い
た
め
に
権
限
が
大
き

く
、
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
な
り
が
ち
な
医
師
や
、

責
任
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
看
護
師

な
ど
、
医
療
従
事
者
た
ち
の
患
者
へ
の
接
し

方
に
違
和
感
を
感
じ
る
事
も
あ
る
。「
養
成
学

校
で
の
教
員
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
薄
さ
が
、
そ
う
し
た
態
度
に
も
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
と
い
う
仕
事

に
誇
り
を
持
ち
、
患
者
さ
ん
を
大
切
に
す
る

と
い
う
価
値
観
を
、
教
員
に
伝
え
て
い
き
た

い
」。
そ
う
考
え
て
い
る
。

　

ル
ー
シ
ー
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
、

〝
ル
ー
ツ
〞
で
あ
る
日
本
を
強
く
意
識
し
て
生

き
て
き
た
。
日
系
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
展
に

貢
献
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
、
彼

女
自
身
も
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
２
０
０
０
年
〜
01
年
に
か
け
て
〝
第
二

の
故
郷
〞
日
本
に
渡
り
、
愛
知
県
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
と
し
て
過
ご

し
た
日
々
は
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な

っ
た
。
体
系
的
な
日
本
の
研
究
の
進
め
方
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
疫
学
や
予
防
学
な

ど
の
研
究
を
進
め
、
滞
在
中
に
論
文
を
発
表

す
る
な
ど
多
く
の
成
果
を
上
げ
た
。

　

日
本
は
、
長
年
の
支
援
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
医
療
体
制
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
。
そ
し
て
ル
ー
シ
ー
さ
ん
自
身
も
、
日

本
で
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
。
今
度
は
自
分

が
、
そ
の
成
果
を
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
伝
え
る

番
だ
。

　

日
本
で
の
研
修
時
代
に
師
事
し
、「
私
の
恩

師
」
と
ル
ー
シ
ー
さ
ん
が
慕
う
田
島
和
雄
・

愛
知
県
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、「
和
を

大
切
に
す
る
日
本
人
の
心
と
、
何
事
に
も
物

お
じ
し
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
大
ら
か
さ
を
持

っ
た
、
周
囲
の
人
の
心
に
明
か
り
を
と
も
し

て
く
れ
る
存
在
」
と
彼
女
を
評
価
す
る
。
そ

の
親
し
み
や
す
さ
か
ら
、
ル
ー
シ
ー
さ
ん
の

オ
フ
ィ
ス
に
相
談
に
訪
れ
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

人
の
同
僚
は
後
を
絶
た
な
い
。

　
「
私
の
二
つ
の
ふ
る
さ
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日

日
本
の
和
の
心

ブ
ラ
ジ
ル
の
大
ら
か
さ

「二つの“ふるさと”の誇りを胸に」

深
刻
な
医
療
人
材
不
足
の
中
で

伊藤小百合・ルーシーさん
JICA専門家
Ito Sayuri Lucy

保健人材養成学校で、医療機材の使
い方を教員たちに指導するルーシーさん

精力的に地方を回り、養成学校の課題を把握し、教員の指導技術向上に努める

モザンビークではブ
ラジル日系人の歴
史や存在は知られ
ていない。ルーシー
さんの流ちょうなポ
ルトガル語に「どこ
で習ったの？」と驚
く人も多いという

南米でもJICA短期専門家として
活躍。ペルーとパラグアイでは、病
院のない山岳地帯やへき地への
巡回医療に取り組んだ

養成学校では多くの
青年海外協力隊員
も活動している。適
切なアドバイスを送
ってくれるルーシーさ
んは、隊員にとって
頼れる存在だ

日系移民の子孫としてブラジルで生まれ育ち、
医学界の最前線で活躍してきた伊藤小百合・ルーシーさん。
自らの“ルーツ”である日本を通じて得た経験と知識を手に、
今はアフリカ・モザンビークで保健医療人材の育成に情熱を注ぐ。

ゲンバの風
第 18 回

いとう・さゆり・るーしー
ブラジル・サンパウロ州生まれ。1983年サンパウロ大学看
護学校を卒業後、同大学心臓病院で看護師として3年間
勤務。その後、同大学医学部に進学し、93年より同大学
病院にて医師として勤務。その傍ら、大学での研究活動も
続ける。2002年、サンパウロ大学医学部教授に就任。
04年より、JICA短期専門家として、ペルー、パラグアイな
どで活動。09年10月より、JICA第三国長期専門家として
モザンビークの保健人材育成支援に携わる。
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